
改正選挙法の公布
（婦人参政権）

日本国憲法の公布
（男女平等の明文化）

国際婦人年
第１回世界女性会議

「男女雇用機会均等法」公布
「女子差別撤廃条約」批准

第４回世界女性会議で、
「北京宣言・行動綱領」採択

「女性活躍推進法」
公布

「困難女性支援法」
公布

「政治分野における男女共同
参画の推進に関する法律」公布

「ＤＶ防止法」
公布

「女子差別撤廃条約」
国連で採択

女性会館
開館

現在の市役所
本庁舎が完成

「川越市女性計画」
策定

女性活動支援のひろば
開館

「川越市男女共同参画
推進条例」施行

川越市配偶者暴力相談支援センター
開設

川越市男女共同参画推進施設
開設（ウェスタ川越内）※

東京2020オリンピック開催
ゴルフ会場：霞ヶ関カンツリー倶楽部

「川越市パートナーシップ宣誓制度」
開始
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※女性会館、女性活動支援のひろばの機能を移転

川越市と男女共同参画の100 年
　大正11年に生まれた「川越市」は今年、市制施行
100周年を迎えます。この長い時の間に、人々の暮
らしは大きく変わりましたが、女性を取り巻く環境
はどのように変化したでしょうか。
　今からおよそ100年前、家父長制が色濃く残る大
正時代には、女性の地位は低いものとされ、その権
利は十分に保障されていませんでした。
　時代が昭和に移り、選挙法改正による婦人参政権
の獲得や、日本国憲法に男女平等が明文化された
ことにより、女性の地位向上に向けた大きな転機
が訪れました。
　そして、昭和52（1977）年に、国が女性施策の方

向を示した「国内行動計画」を策定したことや、昭和
55（1980）年に埼玉県が「婦人の地位向上に関する
埼玉県計画」を策定したこと等を受けて、本市でも
昭和58（1983）年に川越市総合計画に「婦人の地位
向上」を位置づけ、平成3（1991）年には個別計画と
して「川越市女性計画」を策定しました。
　その後、「川越市女性計画」は「川越市男女共同参画
基本計画」と名を変え、令和3（2021）年度から第六
次計画がスタートしています。まだまだ道半ばです
が、計画の将来像である「一人ひとりが生き生きと
暮らせる社会の実現」に向けて、今後とも取組をす
すめていきます。
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